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プ レ大 会 発 表 要 旨2003.11-14 『デザ イン理論』44/2004

初 等 情 報 教 育 に お け るウ ェブサ イ ト制 作 実 習 の 教 材試 作

内藤美千絵/名 古屋大学大学院人間情報学研究科前期博士課程

1.背 景 と 目 的

1990年 代 以 降,ウ ェブ の利 用 が 一 般 に普 及

した。 それ ま で一 部 の研 究 者 や 教 育 機 関 の み

で 利 用 され て い た ウ ェブが 一 般 に広 ま った こ

と に よ り,コ ン ピュ ー タ に詳 し くな い,ま た

は利 用 に慣 れ て い な いユ ーザ が 増 え,ウ ェ ブ

に お い て使 い やす さ が求 め られ る よ う にな っ

た。 そ の 中 で,「 ウ ェ ブ デ ザ イ ン」 とい う言

葉 が定 着 し,特 にユ ーザ ビ リテ ィと い う考 え

方 へ の注 目が集 ま った。 現 在 で は,ユ ー ザ ビ

リテ ィが,ウ ェブ サ イ トの善 し悪 しを判 断 す

る一 つ の基 準 とま で な って い る。

しか し,現 状 で ユ ーザ ビ リテ ィに対 す る取

り組 み を積 極 的 に行 って い る の は,ウ ェブサ

イ トを ビ ジネ ス 目的 で利 用 す る企 業 の サ イ ト

や ニ ュー ス サ イ トな どの大 規 模 な サ イ トが 多

く,専 門家 で は な い個 人 が制 作 した サ イ トで

は,未 だ ユ ー ザ ビ リテ ィに対 す る意 識 は低 い

もの が 目立 つ。

そ こで,本 研 究 で は,初 心 者 を対 象 と した

ユ ー ザ ビ リテ ィ につ い て の情 報 や教 育 が不 足

して い る と考 え,こ の現 状 を改 善 す る た め に,

ユ ー ザ ビ リテ ィ に基 本 を お い た ウ ェブ デ ザ イ

ンの教 材 を 提 案 し,試 作 を行 う。

2.現 状の問題点

個人が制作 したサイ トにユーザビリティを

意識したものが少ないという現状の原因を調

査 した結果,以 下の2つ の問題点が浮かび上

がったQ1

・初等情報教育におけるウェブサイ ト制作

実習の内容が技術教育主導である

・初心者 向けのウェブ ・ユーザビリティの

教材が十分にない

第一の問題に関しては,大 学の教養教育系

情報科目のシラバスを,20大 学33授 業分調査

した。その結果,ウ ェブサイ ト制作実習の内

容は,HTMLの 記述法や画像処理法など,

コンピュータ技術の分野に重点がおかれてお

り,デ ザイン教育はほとんど行われていない

ことが明らかになった。

第二の問題に関しては,市 販のウェブサイ

ト制作の関連書籍の内容を調査 した。その結

果,全 体として記述言語や特定のアプリケー

ションソフ トの解説書が多く,ウ ェブ ・ユー

ザビリティに関する書籍は圧倒的に少ないこ

とがわかった。さらに,ユ ーザビリティに関

する書籍も,ビ ジネス目的でウェブサイ トを

活用する企業向けの内容が多いことが明らか

になった。

一方,初 等情報教育の受講対象である学生

にウェブサイ トに対する意識調査を行ったと

ころ,現 状の問題点に反 して,学 生にユーザ

ビリティの高いウェブサイ トを制作する意欲

があることが分かった。

3.提 案教材

前章までに挙げた問題を解決するため,本

研究ではユーザ ビリティに基本をおいた初心

者向けのウェブデザインの教材を提案する。

提案する教材は,テ キス トとチェックシステ

ムの二つか ら成る。以下にその解説を述べる。

テキス ト

ウェブ ・ユーザビリティの概論をデザイ ン

の視点から解説する啓蒙書的な内容である。

その性質上,読 みやすさを優先させること
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を重 要 視 し,書 籍 の形 態 を と って い る。 以

下 に そ の特 徴 を挙 げ る。

。ユ ーザ ビ リテ ィの視 点 か らの 実 際 の サ イ

ト制 作 の流 れ にそ った 構 成

・特 定 の 記 述 言 語 や ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ

トに依 存 しな い 内 容

・シ ンプル な グ ラ フ ィ ッ クス を 多用 した解

説

・少 な いペ ー ジ数 で の解 説

チ ェ ック シ ステ ム

完 成 した ウ ェ ブサ イ トの ユ ー ザ ビ リテ ィテ

ス トを 行 うた め の 自己評 価 ツ ー ルで あ る。

実 習 の 内 容 や 個人 の必 要 に合 わせ た 項 目 の

提 示 が で き るよ う,ウ ェブ上 で の提 供 と し

た。 以 下 に特 徴 を挙 げ る。

・70項 目近 くの ユ ーザ ビ リテ ィの チ ェ ック

項 目を,テ キ ス トの章 立 て に対 応 させ て

分 類

・実 習 の進 度 や個 人 の 必 要 性 に合 わ せ た 項

目の提 示 が 可 能

以 上 二 つ の教 材 を用 い る こ とで,ユ ー ザ ビ

リテ ィを高 め る ウ ェ ブデ ザ イ ンの 習 得 が可 能

と な る。 具 体 的 な想 定 利 用 状 況 は,大 学 に お

け る初 等 情 報 教 育 と し,対 象 は初 等情 報 教 育

の受 講 生 で,か つ ウ ェ ブサ イ ト制 作 の 初心 者

とす る。

4.試 作

提 案 教 材 を構 成 す るテ キ ス トとチ ェ ック シ

ス テ ム につ いて そ れ ぞ れ 解説 す る。

テ キ ス ト

試 作 した テ キ ス トは,図1に 示 す 通 りで あ

る。 サ イ ズはB5版,全 ペ ー ジ数48ペ ー ジ

(本文32ペ ー ジ)と な って い る。

チ ェ ック シ ステ ム

HTML,JavaScriptを 用 い て チ ェ ッ ク シ

ステ ム の 試 作 を 行 った。 動 作 の概 要 は以 下

の通 りで あ る。

STEP1

第 一 の 画 面 で は 各章 の テ ー マ ご と にテ ス

ト項 目が 提 示 され る。 ユ ーザ は こ こで テ

ス トした い 項 目を選 択 す る。

STEP2

第 二 の画 面 と して,STEP1で 選 択 した

項 目に つ い て の チ ェ ック項 目が 提 示 され

る。 ユ ー ザ は制 作 した ウ ェ ブサ イ トと照

ら し合 わ せ なが ら該 当す る項 目に チ ェ ッ

クを 入 れ,「 結 果 の 表 示」 ボ タ ンを 押 す 。

STEP3

結 果 と して,到 達 率 とテ キス トの参照 ペ ー

ジ,解 説 へ の リ ンク ボ タ ンが提 示 さ れ る。

解 説 で は,各 チ ェ ック項 目に つ い て の詳

細 な説 明 を読 む こ とが で き る。

5.ま とめ と今 後 の 課 題

本 研 究 で は,初 心 者 を 対 象 と したユ ー ザ ビ

リテ ィを高 め るた め の ウ ェブ ザ イ ンの教 材 を

提 案 し,試 作 した 。

今 後 は,提 案 した 教 材 の評 価 が 必 要 に な る。

評 価 は,名 古 屋 大 学理 系教 養 科 目 にて 実 際 に

使 用 して も ら う こ とで 得 る予 定 で あ る。

図1テ キス ト外観
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